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合
唱
と
は
、
多
く
の
人
こ
ぞ
り
て
共
に
歌
ふ
こ
と
な
る
べ
し
。 

我
、
社
會
人
と
な
り
て
の
ち
合
唱
の
機
會
滅
多
に
無
く
、
老
い
た
る
今
は
猶
更
合
唱
ど
こ
ろ
か
獨
り
歌
ふ
こ

と
稀
に
な
り
に
け
り
。 

思
へ
ば
、
若
き
日
に
は
合
唱
す
る
機
會
多
か
り
き 

小
・
中
學
校
行
事
締
め
括
り
し
時
の
校
歌
、「
野
菊
」
歌
ひ
し
音
樂
會
、
運
動
會
の
應
援
歌
、
通
ひ
し
學
校

の
思
ひ
出
の
端
々
に
合
唱
の
歌
滿
ち
ぬ
。
抑
〻
、
音
樂
の
授
業
た
る
や
敎
師
彈
く
オ
ル
ガ
ン
に
合
せ
皆
に
て

唱
歌
合
唱
せ
る
も
の
な
り
。
か
や
う
な
る
數
々
の
歌
今
で
も
多
く
記
憶
せ
り
。 

大
學
に
て
は
、
應
援
部
に
所
屬
せ
る
に
よ
り
校
歌
・
應
援
歌
何
度
も
歌
ひ
た
り
。
學
生
寮
の
コ
ン
パ
の
席
上
、

興
に
乘
り
て
昔
よ
り
傳
は
る
舊
制
高
校
寮
歌
を
高
歌
放
吟
せ
り
。
亦
、
入
學
早
々
誘
は
れ
デ
モ
に
加
は
り
し

こ
と
あ
り
、
但
し
デ
モ
の
主
旨
深
く
分
か
ら
ず
矢
鱈
と
歌
ひ
た
る
革
命
歌
の
み
記
憶
に
殘
れ
り
。
殊
に
“

暴

虐
の
雲
光
を
覆
ひ 

敵
の
嵐
は
吹
き
す
さ
ぶ…

”
な
る
「
ワ
ル
シ
ἀ
ワ
勞
働
歌
」
今
で
も
口
ず
さ
む
こ
と
あ

り
。 

加
へ
て
子
供
の
頃
、
我
が
街
な
る
映
畫
館
に
て
放
映
せ
ら
る
る
子
供
向
き
映
畫
に
て
、
其
の
盛
り
上
が
り
し

場
面
に
主
題
歌
掛
か
り
し
時
、
館
內
の
子
供
達
此
れ
に
合
せ
一
齊
に
歌
ひ
出
し
ぬ
。
滿
場
に
響
き
渡
る
は

「
赤
胴
鈴
之
助
」
か
「
月
光
仮
面
」
か
、
昂
奮
と
感
動
込
め
力
一
杯
聲
放
つ
大
合
唱
は
誠
に
愉
快
な
る
光
景

な
り
。 

斯
く
の
如
く
合
唱
と
は
、
如
何
な
る
形
に
せ
よ
我
が
心
と
感
情
を
昂
ぶ
ら
せ
共
に
歌
ふ
朋
友
と
の
絆
深

む
る
も
の
な
ら
ん
。 

就
中
、
校
歌
は
在
校
中
數
多
く
歌
ふ
も
の
な
れ
ば
後
年
ま
で
其
の
歌
詞
と
曲
は
腦
裡
に
強
く
殘
れ
る
も

の
と
思
ふ
。 

 

 

三
月
は
別
れ
の
季
節
な
り
。
而
し
て
何
れ
の
學
校
に
て
も
卒
業
式
開
催
さ
れ
校
歌
流
る
る
時
な
ら
ん
。
先

日
、
我
偶
〻
テ
レ
ビ
に
て
校
歌
に
ま
つ
は
る
「
別
れ
の
合
唱
」
の
物
語
に
出
逢
ひ
た
り
。 

其
は
、
能
登
半
島
輪
島
市
內
な
る
小
學
校
假
設
校
舎
に
て
行
は
れ
し
卒
業
式
の
或
る
風
景
な
り
。 

顧
み
す
れ
ば
、
輪
島
市
一
帶
は
貮
年
前
貮
〇
貮
四
年
一
月
一
日
發
生
の
地
震
・
津
波
に
て
壞
滅
的
被
害
受

け
、
更
に
同
年
九
月
集
中
豪
雨
に
襲
は
れ
、
多
く
の
小
學
校
運
營
不
能
と
な
れ
り
。
而
し
て
其
の
復
興
の
一

環
と
し
て
市
內
六
校
を
纏
め
た
る
假
設
校
舎
建
設
せ
ら
る
。
被
災
せ
し
兒
童
の
內
幾
許
か
他
地
域
に
轉
校

し
、
其
の
餘
の
六
校
の
兒
童
集
め
ら
れ
此
の
假
設
校
舎
に
て
學
ぶ
こ
と
と
な
り
て
今
に
至
り
ぬ
。 

而
し
て
、
今
年
も
六
年
生
こ
の
三
月
卒
業
式
迎
へ
ん
と
す
。
只
卒
業
式
定
番
の
校
歌
齊
唱
は
、
六
校
集
合
體

な
れ
ば
無
理
難
題
と
言
ふ
べ
く
到
底
無
理
な
ら
む
。
さ
れ
ど
、
當
校
音
樂
敎
師
熟
考
し
て
「
今
年
こ
そ
卒
業

生
に
何
と
か
校
歌
歌
は
せ
た
し
、
艱
難
辛
苦
乘
り
越
え
て
辿
り
付
き
し
彼
等
の
卒
業
の
思
ひ
出
に
な
ら
ま

ほ
し
」
と
ば
か
り
、
六
校
夫
〻
の
校
歌
の
一
番
を
繼
ぎ
て
編
曲
し
何
と
か
合
體
せ
し
め
一
つ
の
曲
に
纏
め
り
。
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夫
々
個
性
あ
り
⾧
短
も
あ
ら
む
六
つ
の
校
歌
な
れ
ば
其
の
編
曲
の
苦
勞
思
ひ
や
る
べ
し
。
出
上
が
り
し
新

校
歌
、
六
年
生
諸
君
卒
業
式
に
間
に
會
は
す
べ
く
每
日
練
習
重
ね
た
る
ら
し
。 

斯
く
て
、
テ
レ
ビ
は
卒
業
式
の
“

六
校
合
同
校
歌
”

の
場
面
放
映
せ
り
。
す
べ
て
の
卒
業
生
敎
師
の
タ
ク
ト

に
合
せ
合
唱
す
。
雙
眼
し
か
と
見
開
き
正
面
見
つ
め
、
精
一
杯
に
口
開
き
て
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
聲
張
り

上
ぐ
る
、
そ
の
姿
自
信
に
滿
ち
て
堂
々
た
り
。
我
、
兒
童
達
の
毅
然
と
し
て
歌
ふ
姿
及
び
表
情
見
て
感
動
の

餘
り
不
覺
に
も
涙
ぐ
み
ぬ
。
己
の
出
身
校
の
校
歌
の
み
な
ら
ず
他
の
五
校
の
校
歌
を
も
歌
ふ
彼
等
の
氣
持

如
何
と
詮
索
せ
る
我
こ
そ
恥
づ
か
し
け
れ
。 

更
に
彼
等
六
年
生
の
こ
と
思
ひ
や
る
に
、
入
學
せ
る
貮
〇
貮
〇
年
は
彼
の
コ
ロ
ナ
全
世
界
に
擴
散
し
始

め
し
年
な
り
。
以
降
三
Ộ
四
年
に
亘
り
日
本
中
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
閉
塞
せ
し
め
た
り
。
學
校
敎
育
の
現
場
に

お
い
て
も
然
り
、
其
の
間
兒
童
達
は
樣
々
な
る
不
自
由
強
ひ
ら
れ
ぬ
。
思
へ
ら
く
、
今
般
卒
業
せ
し
輪
島
市

の
六
年
生
兒
童
は
、
其
の
學
校
生
活
六
年
間
の
ほ
ゞ
す
べ
て
を
コ
ロ
ナ
禍
、
地
震
・
津
波
及
び
水
害
に
依
る

數
多
の
筆
舌
に
盡
く
し
難
き
困
窮
の
中
に
て
過
せ
し
に
は
非
ざ
る
哉
。
今
は
斯
か
る
卒
業
生
諸
君
の
今
後

の
人
生
に
幸
あ
れ
と
祷
る
ば
か
り
な
り
。 

尚
、
彼
の
假
設
校
舎
は
そ
の
名
も
輪
島
小
學
校
と
な
り
て
新
た
な
る
出
帆
を
遂
げ
た
り
と
の
由
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以
上 

(
令
和
八
年
四
月
二
十
六
日
受
附
) 

 


